
2025年度　第3回運営推進会議　報告書

施設名　グループホーム　めぐみ園広弁天橋

日時　　令和7年12月23日(木）　　13：30～

R7年１１月27日の予定であったが、インフルエンザ感染者が出たため延期となる

場所　　グループホームめぐみ園広弁天橋にて

出席者

2名 １名

１名 参加なし

１名 1名

1名 参加なし

1名 参加なし

運営状況の報告について

　　　　　①　現在のご利用者状況

Aユニット要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計

男性 2 2

女性 5 1 6

合計 7 1 9

Bユニット要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計

男性 1 1

女性 1 3 2 2 8

合計 1 3 2 3 9

Cユニット要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計

男性 2 1 3

女性 2 3 1 6

合計 4 4 9

Aユニット入居者の方が急遽ご逝去される 12月25日新規入居者　確定している

Cユニットの方が意識消失を繰り返しており、精査の為脳外科に受診したところ、

そのまま入院となったが、特に原因が分からず、しばらく検査の為入院してほしいと

病院側より要請があったが、家族は強く退院を希望。

病院側と家族の間に挟まれ調整が困難であったが、最終的には家族の希望が通り退院

することができた

１２月Aユニットの方でインフルエンザが発生。居室隔離対応。他のユニットとの交流

をせず、職員も固定で対応し、感染が拡大することなく経過することができた。

グループホームめぐみ園計画作成担当者 地域住民

東部地域包括支援センター

自治会長

民生委員

呉市介護保険課指導監査室職員

ご入所者様

ご入所者様ご家族

グループホームめぐみ園管理者

グループホームめぐみ園副主任



現在申し込み者　待機人数　１８名　　引き続き見学・申し込みは受け付けている

②　サービスの状況

１０月

１１月

１2月

　11月焼き芋会においては、広デイサービスのご利用者様にも参加して頂き、たくさん

の人数で焼き立てのお芋をおいしく頂く事が出来ました。

　なかなか、交流することが無い為、ご入居者様も大変喜ばれていました。

　今後もこのような取り組みをどんどん行っていきたい

③　ヒヤリハット報告書

　　転倒　居室内ベットからのずり落ち1件　　　

　大腿骨転子部骨折の為入院されていた方が、退院され、しばらくは自分で動かれる

事が無かったが、大きな音がして訪室するとベット下に倒れているところを発見する

　対応策として　　

　ベットから起き上がられても安全に立ち上がり等行えるような環境整備

ベットからの起き上がりにすぐに気が付き、職員が掛けつけることができるように

赤外線センサーの導入を検討する

服薬忘れ

　起床時の薬の飲ませ忘れが続いてしまったため、確実に飲んでいただくよう、職員に

対して再認識の為の研修を行い、さらに、目立つようにプレートを用意し対策をとった

現在、主任・副主任ともに体調不良や怪我にて長期休暇をとっており、職員不足と

なっているが、職員間でコミュニケーションを密に図り、助け合いながら何とか

業務をこなしている。

　年末年始だからなのか、精神的に不安定のご入居者様も増えてきており、一人一人

しっかりと関わっていかなければならない、少し目が届かない時間帯に施設の外に

出られてしまったりする危険もあり、業務も最優先事項の見直しを行いながら、日々

頑張っている。

今後、新しいご入居者の方や新しい職員が入ってくるなど環境が変わっていく

ご入居者様の様子を注意してみていき、変化を見逃さず、日々安心して生活を送って

頂けるように職員間コミュニケーションを密に図りながら支援を行っていく

行事・活動等 研修等

運動会

クリスマス会

緊急時対応

災害時の対応について

焼き芋会・合同誕生日会 感染症対策



今月職員会議にて事例検討会を実施

　事例　　昼夜問わず帰宅願望やイライラの訴えがある方に対してのケア方法について

検討内容　

　①どのような時に帰宅願望やイライラの訴えがあるのか職員全員で把握する

　②安定剤に頼ることなくケアにて本人に穏やかに過ごせる方法の検討を行う

検討結果

　①何もすることが無く手持無沙汰の時　スタッフが手薄の時間帯（ほかの方の介助中）

　　他者との会話に嫌気が差したとき

　②本人がやる気をもって取り組める作業をお願いする

　　話し相手・居場所を作る　

　　歩かれているときに行動を止めずに、そっと見守る、他のユニットや事務所など　　

　　声をかけて対応してもらう

　　他者との会話の間に入りトラブルにならないように早めに対応する

　　安易に鍵を掛ける。安定剤に頼ることはせず、基本自由に行動してもらえるよう

　　安心な環境を提供する

　　先取りのケア（想像力を働かせる）を心がける

　　　　　④　今後の活動について

　本日クリスマス会の様子を見学して頂く。

　職員扮するサンタクロースが一人ずつにプレゼントをお渡しし、とても喜ばれて

いました。

1月　新年会実施予定

ご要望・ご意見・ご助言など

包括職員より

　年末年始にはなぜか、精神的に不安定となられる方が多くなってきている。

　職員不足のなか十分にケアを行っておられる様子がうかがえるので、

今後も安全に配慮しつつ、プライバシーを確保しながら支援を行っていって

ください。

民生委員より

　この度１２月から新しい民生委員に変更となったところがある。

この地区の民生委員も変更となったと思われるため、K氏の方から連絡

をとってくださり、今回のような運営推進会議への参加を打診してくださる

との事

次回開催日について

令和8年１月中旬予定


